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● 北海道原子力防災総合訓練● 北海道原子力防災総合訓練

● 美国小裏山「国道防災避難階段」工事完成● 美国小裏山「国道防災避難階段」工事完成

● 「百寿」３名内閣総理大臣表彰● 「百寿」３名内閣総理大臣表彰

● 道内初！航空レーザ測量技術を活用した地籍調査を実施● 道内初！航空レーザ測量技術を活用した地籍調査を実施

主
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容

主
な
内
容
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原
子
力
防
災
総
合
訓
練

原
子
力
防
災
総
合
訓
練

～

　
自
然
災
害
に
よ
る
泊
発
電
所
の
設
備
故
障
を
想
定
　

～

　
北
海
道
南
西
沖
を
震
源
地
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
津
波
警
報
が
発
表
。
地
震
後
、
泊
発
電
所
で
複
数
の
設
備
故

障
に
よ
る
原
子
炉
の
冷
却
不
能
事
態
を
想
定
し
た
北
海
道
原
子
力
防
災
総
合
訓
練
が
、10
月
29
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

積
丹
町
で
は
、

「
現
地
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
」

　

町
対
策
本
部
の
指
揮
、
運
営
及
び

関
係
機
関
と
の
連
絡
系
統
の
確
認
。

「
住
民
広
報
訓
練
」

　

町
民
へ
の
広
報
訓
練
と
し
て
、
屋

外
拡
声
器
と
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
に
よ

る
音
声
配
信
、
携
帯
電
話
へ
の
エ
リ

ア
メ
ー
ル
の
配
信
。

「
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訓
練
」

　

町
内
の
土
や
水
の
採
取
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
で
町
の
汚
染
状
況
を

計
測
。

「
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
参
集
訓
練
」

　

共
和
町
の
北
海
道
原
子
力
防
災
セ

ン
タ
ー
で
道
と
の
連
絡
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
確
認
。

「
放
射
線
防
護
対
策
施
設
稼
働
訓
練
」

　

美
国
小
学
校
に
整
備
さ
れ
た
放
射

線
防
護
対
策
施
設
の
非
常
用
電
源
設

備
や
外
気
の
流
入
を
抑
え
る
外
調
設

備
の
稼
働
手
順
の
確
認
、
出
入
口
で

の
汚
染
を
防
ぐ
た
め
の
養
生
手
順
を

確
認
。

「
住
民
等
避
難
訓
練
」

　

町
民
20
名
が
参
加
し
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
配
布
の
た
め
の
問
診
等
を
行

い
、
ま
た
、
バ
ス
の
運
転
手
不
足
を

考
慮
し
、
自
衛
隊
員
に
よ
る
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
運
転
な
ど
の
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

北海道北海道北海道

　
「
自
衛
隊
ヘ
リ
に
よ
る
つ
り
上
げ

訓
練
」

　

土
砂
崩
れ
に
よ
り
道
路
が
寸
断
さ

れ
た
想
定
で
町
職
員
２
名
が
参
加

し
、
日
司
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら

ア
ッ
プ
ル
ポ
ー
ト
余
市
（
余
市
町
）

ま
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
し
ま
し

た
。

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

「
災
害
」
に
つ
い
て
、
ど
こ
へ
、
ど

の
よ
う
に
避
難
す
る
の
か
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
の
再
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲約 15m 上空に待機するヘリコ

　プターへの搭乗訓練の様子

「「
国
道
防
災
避
難
階
段

国
道
防
災
避
難
階
段
」」
工
事
完
成

工
事
完
成

「「
町
道
美
国
小
学
校
高
台
線

町
道
美
国
小
学
校
高
台
線
」」
の
供
用
を
開
始

の
供
用
を
開
始

　

北
海
道
開
発
局
が
美
国
小
学
校
裏

山
の
傾
斜
地
に
整
備
し
た
「
津
波
・

洪
水
防
災
避
難
階
段
（
避
難
階
段
整

備
及
び
連
絡
道
路
整
備
）」
が
完
成

し
、
10
月
16
日
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

こ
の
施
設
は
、
津
波
等
自
然
災
害

が
発
生
し
た
際
に
高
台
に
立
地
す
る

国
道
美
国
峠
へ
退
避
す
る
場
合
や
、

一
時
的
に
国
道
へ
退
避
し
た
住
民
が

避
難
場
所
の
美
国
小
学
校
へ
移
動
す

る
際
な
ど
に
利
用
す
る
避
難
路
で

す
。
10
月
29
日
に
は
、
避
難
行
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
消
防
職
員
、
町
職

員
及
び
美
国
小
・
中
学
校
長
の
避
難

訓
練
を
先
行
実
施
。
町
職
員
を
要
救

助
者
に
見
立
て
た
搬
送
訓
練
を
し
ま

し
た
。

美国小美国小
裏山裏山

中央水産試験場（余市町）で避難

退域時検査を受ける参加者の様子
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ご長寿を祝って！ご長寿を祝って！
「 百寿 」３名へ内閣総理大臣表彰「 百寿 」３名へ内閣総理大臣表彰

▲百寿の與坂キヨヱさん（日司町）＝写真中央＝

　令和７年度中に満百歳を迎える笠井フミさん

（日司町）、與坂キヨヱさん（日司町）、磯野チ

ヨさん（美国町）の３名へ内閣総理大臣よりお祝

い状と記念品（銀杯）が贈られ、松井町長から伝

達されました。

　多年にわたり社会の発展に寄与してこられたこ

とに感謝するとともに、全国の最高齢を目指して、

ますますお元気に過ごされますよう心からお祈り

します。

　長い人生の節目を迎えられたお三方、ご家族の

皆さん、誠におめでとうございます。

■ 国土交通省北海道開発局
開発監理部用地課からのお知らせ ■

道内初、積丹町で！

　去る９月 16 日、積丹町内の美国町・婦美町・野塚町の山林部において、国土

交通省が地籍調査の基礎調査を航空レーザ測量を活用して実施しました。航空

レーザ測量とは、対象物に直接触れることなく、遠隔からセンサーで地形を高精

度に捉える先進技術であり、土地の境界や山林部の林相の把握が可能であり、地

籍調査の重要な第一歩となります。今後はこの航空レーザ測量で得た成果をもと

に積丹町が地籍調査を進めます。

　地籍調査によって土地の位置・形状・面積が正確に把握され、土地取引や公共

事業が円滑になるほか、災害時の迅速な復旧にも大きく役立ちます。森林面積が

多くを占める北海道での実施を皮切りに、国土交通省としては全国の山林部での

航空レーザ測量の展開を目指しておりますので、引き続き地籍調査へのご理解と

ご協力をお願いします。

実際に積丹町上空をフライトした

ヘリコプター。

下部に搭載したレーザ測距装置か

らレーザを照射し、短時間で広範

囲を計測する。

～航空レーザ測量技術を活用した地籍調査を実施しています～

～自治体向け見学会を開催しました～
　今回の航空レーザ測量を活用した取り組みを広く周知するため、国土交通省は

10 月 21 日に道内自治体や測量会社を対象とした見学会を開催しました。

　会場となった札幌市東区の北海道開発局研修センターには、報道関係者含め

67 名が集まり、オンライン参加も含めると 100 名以上の参加者が航空レーザ測

量の手法や成果について解説を受け、理解を深めました。

積丹町は今回の取り組みにより、道内の先進モデルケースとして高い注目を集

めています。　

国土交通省・北海道庁・積丹町等

から航空レーザ測量の内容や地籍

調査の現状等について説明
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Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静
岡
県
熱
海
市
）
で
は
、

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（
静
岡
県
熱
海
市
）
で
は
、

毎
年
全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
作
品
展
を
実
施

毎
年
全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
作
品
展
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
小
樽
児
童
作
品
展
（
実
行
委

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
小
樽
児
童
作
品
展
（
実
行
委

員
長
員
長::

中
村
裕
之
衆
議
）
は
、
北
後
志
各
市
町

中
村
裕
之
衆
議
）
は
、
北
後
志
各
市
町

村
の
児
童
が
制
作
し
た
、
絵
画
１
２
１
点
、
書

村
の
児
童
が
制
作
し
た
、
絵
画
１
２
１
点
、
書

写写
8484
点
の
中
か
ら
、
著
名
な
審
査
員
の
審
査
を

点
の
中
か
ら
、
著
名
な
審
査
員
の
審
査
を

経
て
、
積
丹
町
児
童
の
絵
画

経
て
、
積
丹
町
児
童
の
絵
画
６６
点
、
書
写

点
、
書
写
２２
点点

が
入
賞
。

が
入
賞
。

　

当
町
か
ら
は
、
絵
画
の
部
に
美
国
小
４
年
の

　

当
町
か
ら
は
、
絵
画
の
部
に
美
国
小
４
年
の

笠
井
笠
井
愛愛い

と

は

い

と

は晴晴
さ
ん
さ
ん
が
積
丹
町
長
賞
、
美
国
小
６
年

が
積
丹
町
長
賞
、
美
国
小
６
年

のの
伊
藤
伊
藤
夏夏な

い

あ

な

い

あ空空
さ
ん
さ
ん
が
市
立
小
樽
美
術
館
館
長

が
市
立
小
樽
美
術
館
館
長

賞
、
美
国
小
３
年
の

賞
、
美
国
小
３
年
の
宮
田
宮
田
侑侑ゆ

め

ゆ

め芽芽
さ
ん
さ
ん
が
書
写
の

が
書
写
の

部
で
積
丹
町
教
育
長
賞
に
入
選
し
、

部
で
積
丹
町
教
育
長
賞
に
入
選
し
、
1111
月月
９９
日日

に
は
市
立
小
樽
美
術
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

に
は
市
立
小
樽
美
術
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館 

小
樽
小
樽 

児
童
作
品
展

児
童
作
品
展

笠
井
笠
井 
愛
晴
愛
晴 

さ
ん
さ
ん
（
美
国
小
４
年
）
絵
画
の
部

（
美
国
小
４
年
）
絵
画
の
部

宮
田
宮
田 

侑
芽
侑
芽 
さ
ん
さ
ん
（
美
国
小
３
年
）
書
写
の
部

（
美
国
小
３
年
）
書
写
の
部

入入 

選選

令和 7 年度　受賞者令和 7 年度 受賞者
≪絵画≫

　積丹町長賞　笠井　愛晴さん（美国小４年）

市立小樽美術館館長賞 伊藤　夏空さん（美国小６年）

　　金　賞　　池田　苺生さん（美国小６年）

　　銀　賞　　本間　　色さん（美国小４年）

　　　〃　　　佐々木　凛さん（美国小４年）

　　　〃　　　三上竜一郎さん（日司小５年）

≪書写≫

積丹町教育長賞 宮田　侑芽さん（美国小３年）

　　銀　賞　　郷六　太陽さん（美国小３年）

左から、宮田侑芽さん　書写「正月」、笠井愛晴さん　「映画館」、

伊藤夏空さん　「過去と未来」

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
」

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

作
品
展
示

作
品
展
示

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」
（
11
月
11
日
～

17
日
）
の
一
環
で
、
余
市
税
務
署
主
催

の
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
展
」

と
余
市
地
方
法
人
会
女
性
部
会
主
催
の

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
町
内
小
学
校
か
ら
「
書
道
」
４
点
、「
絵

は
が
き
」１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北
後
志
５
町
村
か
ら
応
募
さ
れ
た
書

道
11
校
２
５
０
作
品
か
ら
、
当
町
の
澤

采あ

や

め姫
さ
ん
（
余
別
小
６
年
）
が
「
余
市

税
務
署
長
賞
」
に
、
木
浪
愛あ

お

ば

生
羽
さ
ん
（
美

国
小
２
年
）
が
「
余
市
地
方
法
人
会
長
賞
」

に
入
選
し
ま
し
た
。

　

各
校
児
童
の
皆
さ
ん
が
税
に
つ
い
て
考

え
、
表
現
し
た
元
気
あ
ふ
れ
る
作
品
は
、
11

月
11
日
～
18
日
の
間
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲木浪愛生羽さん（美国小２年）

　余市地方法人会長賞

▲澤采姫さん（余別小６年）

　余市税務署長賞

伊
藤
伊
藤 
夏
空
夏
空 

さ
ん
さ
ん
（
美
国
小
６
年
）
絵
画
の
部

（
美
国
小
６
年
）
絵
画
の
部
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北海道では積雪による係留船舶の転覆等が過去３年間で７件発生しています！

小樽海上保安部便り小樽海上保安部便り NO.47

◆降り積もった雪の重みで転覆！

　➡定期的な除雪を行い、適正な係留状態としてください。

　　積雪の多い危険な状態とならないようお互いに声掛けしてください。

◆除雪作業中にバランスが崩れ船体が傾き浸水・漏油・転覆や

　作業者が真冬の海に転落！

　➡雪の重みを考慮して、前後左右均等に除雪を実施してください。

　　係留船の除雪作業にも救命胴衣を着用してください。

積雪による係留船舶の転覆等 （※） 月別発生状況 船種別発生状況

令和 4年 令和５年 令和６年 ２月１月 ３月 漁船 プレジャーボート

道
信
金

道
信
金 

古
平
支
店

古
平
支
店 

美
国
出
張
所

美
国
出
張
所

　

「
町
の
信
金
」
と
し
て
昭
和
23

年
よ
り
77
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
北

海
道
信
用
金
庫
古
平
支
店
美
国
出

張
所
が
、
古
平
支
店
内
へ
の
移
転

の
た
め
、
10
月
31
日
に
積
丹
町
で

最
後
の
営
業
を
終
え
ま
し
た
。

　

厳
し
い
金
融
環
境
の
中
、
慢
性

的
な
職
員
不
足
も
あ
り
、
現
在
の

店
舗
営
業
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
く
、
美
国
出
張
所
を
古
平

支
店
内
へ
移
転
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
金
融
機
関
の
店
舗
数

削
減
等
に
よ
る
『
効
率
化
』
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
同
金
庫
で
も
昨

年
ま
で
に
７
店
舗
が
店
舗
内
店
舗

と
し
て
統
合
し
て
い
ま
す
。

古
平
支
店
内
へ
店
舗
内
移
転

古
平
支
店
内
へ
店
舗
内
移
転

　

町
内
最
後
の
実
店
舗
・
美
国
出
張

所
長
と
な
っ
た
古
瀬
広
樹
さ
ん
は

「
こ
の
た
び
の
移
転
は
、
当
金
庫
の

経
営
・
事
情
を
考
え
る
と
、
職
員
と

し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
反
面
、
美
国
出
張
所
長
を
兼
務

し
て
３
年
が
経
過
し
愛
着
も
あ
り
、

地
域
の
お
客
様
に
も
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

と
つ
ら
く
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
店
舗
移
転
は
今
ま
で
で

一
番
つ
ら
い
仕
事
で
し
た
。
た
だ
、

店
舗
移
転
と
は
な
り
ま
す
が
、
美
国

出
張
所
は
残
り
ま
す
。
今
後
も
当
店

の
重
点
地
区
と
し
て
積
丹
町
及
び
町

民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

美国出張所・名称来歴

昭和 23 年　

　古平信用組合美国支店　開設

昭和 26 年　

　古平信用金庫美国支店

平成 17 年　

　北海信用金庫古平支店美国代理店

平成 30 年　

　北海道信用金庫古平支店美国出張所

火災 救急 救助 その他

Ｒ７.10 月 ０ １０ ０ ５

Ｒ７年累計

（1～10月）
２ １０８ ５ ２９

Ｒ６年 ０ １２４ １３ ２９

■積丹支署各種出動状況（単位：件）■積丹支署各種出動状況（単位：件）

美国出張所・名称来歴

昭和 23 年　

　古平信用組合美国支店　開設

昭和 26 年　

　古平信用金庫美国支店

平成 17 年　

　北海信用金庫古平支店美国代理店

平成 30 年　

　北海道信用金庫古平支店美国出張所

積
丹
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

積
丹
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

道
消
防
学
校
視
察
研
修

道
消
防
学
校
視
察
研
修

10
月
29
日
に
山
﨑
美
枝
子
会

長
ほ
か
30
名
の
会
員
は
、
北
海

道
消
防
学
校
（
江
別
市
）
で
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
令
和
６
年
７
月

に
完
成
し
た
新
校
舎
の
施
設
見

学
や
訓
練
見
学
、
北
海
道
消
防

学
校
教
官
に
よ
る
講
義
等
を
受

け
、
消
防
組
織
へ
の
理
解
と
防

災
知
識
を
深
め
ら
れ
る
充
実
し

た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

北後志消防組合積丹支署北後志消防組合積丹支署
消防ニュース消防ニュース

☎

（※） 転覆５隻、 船体傾斜による浸水２隻

（単位：件） （単位：件） （単位：件）
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公　表

　地方自治法第１９９条第４項の規定により行った、令和６年度に係る監査の結果を同条第９

項の規定により公表する。

　　令和７年１１月６日

積丹町監査委員　　山　田　文　雄　　　

第１　監査の概要

　１　監査の種類

　　　地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく監査

　２　監査対象課等及び監査実施期間と試査の範囲

　 (1)　監査実施期間

　　　　監査は令和７年１０月２２日から１１月４日までの間で実施した。

　 (2)　試査の範囲

　　　　令和６年度事業（繰越明許費を含む）に係る工事請負費のうち１件１００万円以上のもの、　　

　　　全ての補助金・交付金とした。　

　 (3)　監査実施課、実施件数及び金額

工事請負費 補助金・交付金

監査実施

件数（件）
金　額（円）

監査実施

件数（件）
金　額（円）

企　画　課 ー ー ３ 18,553,000

住民福祉課 ー ー ２ 8,228,741

農林水産課 １ 11,495,000 ２ 4,448,722

商工観光課 ー ー ３ 19,686,527

建　設　課 １ 12,540,000 ー ー

合　　　計 ２ 24,035,000 １０ 50,916,990

対象科目

対象課等

　３　監査の主眼

　　　監査は、令和６年度の工事請負費並びに補助金・交付金に係る財務に関する事務の執行について、

　　正確性、合規性及び効率性の視点から適正かつ効率的に行われているかに重点を置いて実施した（繰

　　越明許費を含む）。

　４　監査の実施方法

　　　この監査の実施に当たっては、一般に公正妥当と認められた監査基準に準拠し、関係法令に基づ

　　き適正かつ効率的に予算の執行がなされているかどうかに主眼を置き、あらかじめ対象となる課か

　　ら予算執行状況や契約実績等に係る資料及び補助金・交付金に関する一切の書類の提出を求めると

　　ともに、諸帳票類その他の財務関係書類について抽出により審査を行い、その内容を確認する方法

　　により実施した。

　　　また、工事請負費については、令和７年２月１３日から２月１７日までに書類による監査を実施

　　したものの中から抽出し現地調査を実施した。

広報しゃこたん令和７年 12 月号
6



第２　監査の結果

　１　個別意見の区分

　　　監査の結果については、是正又は改善を求めることとした事項を次により指摘事項、指導事項及

　　び検討事項に区分した。

　 (1)　指摘事項

　　　  ア　法令、条例、規則、通達に違反しているもの

　　　  イ　収入確保に適切な措置を要するもの

　　　  ウ　予算を目的外に支出しているもの

　　　  エ　予定価格の積算に誤りがあり、契約金額が正当な積算金額を上回っているもの

　　　  オ　経済性、効率性、有効性の見地から改善を要するもの

　　　  カ　経営の健全化を図る必要があるもの又は事業の管理運営に改善を要するもの

　　　  キ　火災事故等が発生しているもの

　 (2)　指導事項

　　　  上記のうち軽易と認められるもの

　 (3)　検討事項

　　　  改善を求める事項の発生が制度に起因していると認められるものなどで、その改善について

　　　検討させるもの

　２　監査結果の概要

　　　今回監査を実施した事務事業については、適正に執行されているものと認められた。

「暴風雪への備え」

　暴風雪は、冬期において発達した低気圧が北海道付近を通過するときや、強い冬型の気圧配置のときに発生

し、猛吹雪による視界不良や吹き溜まりによる車の立ち往生など交通障害が起きる可能性があります。

　車が立ち往生して埋もれてしまった場合には、マフラーが雪で詰まり一酸化炭素中毒を起こしてしまう危険

性があります。また、暴風雪時には外出を控えることが基本ですが、着雪や強風により電線が切れて停電が発

生し、照明や暖房器具が使えなくなるといったおそれもありますので、停電に備えた準備も必要です。

　気象台では、暴風雪によって重大な災害が発生するおそれがあると予想した場合に「暴風雪警報」を発表

し、警戒を呼びかけてい

ます。特に、気象情報で

「数年に一度の猛ふぶき」

「外出は控えてください」

と呼びかけた場合は、厳

重な警戒が必要です。暴

風雪の被害にあわないよ

う日頃から備えるととも

に、気象庁ホームページ

や携帯電話アプリ、テレ

ビ、ラジオなどで雪の状

況や最新の気象情報を確

認しましょう。

 - 札幌管区気象台 -

広報しゃこたん令和７年 12 月号
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まちまち の 日記帳日記帳

日頃の学習の成果を存分に発揮
　学校祭・学習発表会・学芸会

　10月上旬から下旬にかけて、美国中学校学校祭と

各小学校の学習発表会・学芸会が開催されました。

　学校ごとに日頃の学習の成果を織り交ぜ、心を一

つに発表する児童・生徒の頑張りに、父母や地域の

皆さんから温かい拍手が送られました。

 10
    11

 10
    　４

  10
     26

▲美国小学校（全校児童 41 名）

▲余別小学校（全校児童９名）

▲美国中学校（全校生徒 29 名）

▲日司小学校（全校児童２名）

 10
    18

広報しゃこたん令和７年 12 月号
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 10
    　31

上手に仮装できたかな？

　びくに保育所児童が、マントにコウモリやオバ

ケのお面など思い思いの衣装をつけて、高齢者施設

「やすらぎ」「ゆうるり」で遊戯を披露したほか、

今年は、美国駐在所や北後志消防組合積丹支署など

を訪問し、日頃の業務への感謝の気持ちを書いた

メッセージカードを手渡しました。

びくに保育所「ハロウィンで施設訪問」

　㈱S
し ゃ こ た ん

HAKOTAN海
うみもり

森学校（小山彩由里代表取締役）が主

催の「水産業を体感する！鰤宝ツアー」が10月25日と

11月８日の２回開催されました。

　ツアーでは、定置網漁の荷揚げやセリの様子を間

近で見学し、『船上活締め・７kg以上・体脂肪率15%

以上』という厳しい要件を満たした鰤のみが名乗る

ことを許される「鰤
し ほ う

宝」を漁協職員自らの経験と誇

りを込めた解説などを学べるプログラムでした。　

　また、鰤宝の解体実演や実食で参加者は、産地な

らではの新鮮な味覚を体感しました。

地域の“ブランド鰤
ぶり

”をまるごと堪能
水産業を体感する鰤宝ツアー

　北海道が2050年までに温室効果ガスの排出量実質ゼ

ロを目指す「ゼロカーボン北海道」の取り組みを11

月５～12日の1週間パネル展示していました。

　再生可能エネルギーと森林吸収源など、北海道の

強みを最大限活用し、気候変動問題の解決と真に豊

かで暮らしやすい北海道に向けた取り組みにぜひ今

後もご注目ください。

「ゼロカーボン北海道」実現に向けて
ShiriBeshiゼロカーボンリレーパネル展   

Diary of shakotan

 10
    25

 11
    　８

 11
    　 ５

 11
     12～
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議
会
産
建
委
員
会
で
状
況
報
告

＝＝ 

ヒ
グ
マ
対
策
を
め
ぐ
る
町
の
動
き

ヒ
グ
マ
対
策
を
め
ぐ
る
町
の
動
き 

＝＝

11
月
７
日
招
集
の
町
議
会
産
業
建

設
常
任
委
員
会
（
馬
場
龍
彦
委
員
長
・

構
成
９
名
）
の
所
管
事
務
調
査
（
鳥

獣
等
被
害
防
止
対
策
事
業
に
つ
い

て
）
で
、
９
月
27
日
発
生
し
た
ヒ
グ

マ
駆
除
対
策
に
係
る
新
た
な
事
案
の

経
過
と
対
応
の
状
況
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
当
日
の
審
議
で
は
、
町
長
の
趣
旨

説
明
、
資
料
説
明
、
質
疑
、
委
員
長

要
請
発
言
、
海
田
議
員
の
陳
謝
発
言

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
【
町
長
・
解
決
が
遅
れ
陳
謝
】

■
９
月
27
日
の
ク
マ
の
捕
獲
現
場
（
野

塚
町
）
で
の
猟
友
会
の
一
部
会
員
と
箱

わ
な
設
置
地
の
土
地
所
有
者
と
の
会
話

を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関
し
て
、
猟
友
会

と
解
決
確
認
事
項
の
実
現
に
向
け
た
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
マ
ス

コ
ミ
の
報
道
、
取
材
、
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
）
で
の
拡
散
、
役
場
へ
の
苦
情
等

の
対
応
に
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
猟
友
会
の
皆
さ
ん
と

の
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
、
信
頼
を
損
ね

る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
児
童
・
生

徒
・
保
護
者
、
教
育
関
係
者
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
大
き
な
不
安
と
心
配
を
お
か

け
し
、
町
政
を
預
か
る
立
場
か
ら
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
猟
友
会
の
皆

さ
ん
が
生
業
の
傍
ら
、
ヒ
グ
マ
駆
除
活

動
の
危
険
を
乗
り
越
え
、
善
意
と
奉
仕

の
精
神
を
大
切
に
し
た
日
頃
の
活
動
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
の
認
識
の
下も

と

、
そ
れ
に
応
え
る
た

め
、
ハ
ン
タ
ー
（
町
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
（
町
非
常
勤
特
別
職
員
））
の

身
分
保
障
と
責
任
に
対
す
る
補
償
措
置

等
可
能
な
限
り
の
対
応
措
置
の
充
実
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
現
状
の
ク
マ
対
策
は
、
「
鳥

獣
保
護
管
理
法
」、
「
鳥
獣
被
害
防
止
特

措
法
」、
「
銃
刀
法
」
等
の
難
し
い
法
規

制
が
あ
る
中
で
、
今
年
の
よ
う
な
『
ク

マ
の
異
常
行
動
』
へ
の
対
策
も
猟
友
会

（
ハ
ン
タ
ー
）
の
重
責
に
頼
り
行
わ
れ

て
い
る
の
が
各
地
の
実
情
で
す
。

■
こ
う
し
た
状
況
下
、
町
内
回
覧
や
連

日
の
Ｉ
Ｐ
放
送
、
町
広
報
紙
11
月
号
（
特

集
）
で
は
、
個
体
数
の
削
減
や
野
生
動

物
の
エ
サ
不
足
、
住
民
の
安
全
確
保
対

策
等
の
両
立
の
難
し
さ
や
人
身
被
害
対

策
の
重
要
性
な
ど
を
町
民
に
喚
起
し
て

き
ま
し
た
。

■
猟
友
会
と
の
確
認
事
項
（「
ヒ
グ
マ

出
没
・
捕
獲
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」）
の

早
急
な
策
定
・
合
意
に
最
善
の
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
。

　【
議
会
・
早
期
解
決
を
要
請
】

　

町
民
が
不
安
な
思
い
で
、
毎
日
過

ご
さ
れ
て
い
る
状
況
を
、
一
日
で
も

早
く
取
り
除
く
こ
と
は
、
町
も
議
会

も
思
い
は
同
じ
。
猟
友
会
と
の
確
認

事
項
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
り
、
早

期
解
決
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
馬
場
産
建
委
員
長
）

～　　　経　　　　　過　　　～～　　　経　　　　　過　　　～

　　　箱わな捕獲現場で、一部の隊員と土地所有者（議員）

　　　間で会話トラブル発生。

　　　同トラブルを理由に、猟友会余市支部古平分区の駆

　　　除活動の当面休止の申し出。

　　　同隊員、同猟友会役員と町の意見交換。同土地所有

　　　者への２つの申入事項を確認。

　　　①隊員の全体的・率直な発言・意見を伝えること

　　　②今後の再発防止への協力を求めること

　　　町から土地所有者（議員）へ、前日の２つの申入確

　　　認事項を伝えた。その申入結果を、町から同猟友会

　　　役員へ報告。

～マスコミ報道・取材、SNS 拡散、役場へ電話等での苦情が相次ぐ～

　　　同猟友会役員と町が協議し、「駆除活動対応マニュア

　　　ル」 の作成による活動再開を確認。

　　　町議会産業建設常任委員会で、経過、対応状況等　

　　　説明。（海田議員が議場で陳謝）

　　　町長が小・中学校を訪問経過説明。（校長・PTA 役員）

　　　「積丹町ヒグマ出没・捕獲対応マニュアル」の完成確

　　　認と同隊員、同猟友会役員と町の意見交換を実施し、

　　　活動再開を決定。

　　　駆除活動再開。

　　　（11/20 クマ１頭捕獲（野塚）、11/21・22 美国小パトロール）

９．27

９．29

10．９

10．10

10．31

11．７

11．12

11．13

　【
議
場
で
陳
謝
・
海
田
議
員
】

　

去
る
９
月
27
日
午
前
、
私
の
所
有
地

内
に
設
置
し
た
箱
わ
な
現
場
で
の
、
猟

友
会
余
市
支
部
古
平
分
区
の
会
員
と
私

と
の
会
話
の
や
り
と
り
に
お
き
ま
し

て
、
私
の
不
用
意
な
発
言
か
ら
、
日
頃

本
町
の
ヒ
グ
マ
対
策
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
猟
友
会
の
役
員
や
会
員
の

皆
さ
ま
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
に
不
安
が
増

し
て
お
ら
れ
る
児
童
生
徒
、
保
護
者
、

学
校
関
係
者
な
ど
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
町
内
外
の

関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
大
変
な
ご
迷
惑

と
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。 （11 月 7 日議会産業建設常任委員会資料（要約））

　　　町議会産業建設常任委員会で、経過、対応状況等　11．７　　　町議会産業建設常任委員会で、経過、対応状況等　11．７　　　町議会産業建設常任委員会で、経過、対応状況等　

（11 月 7 日議会産業建設常任委員会資料（要約））

11．10

11/13 猟友会11/13 猟友会
活 動 再 開活 動 再 開

（一社）北海道猟友会余市支部 　　　　　

　　　支部長　本間松喜氏（余市町）

　　副支部長　越善桂介氏（古平町）ほか３名

　　事務局長　山本正行氏（余市町）

　　古平分区長　山條力矢氏（古平町）

（注）猟友会古平分区所属ハンター　18 名

　　　　　　　　　（積丹町在住６名、古平町在住 12 名）

　うち積丹町鳥獣被害対策実施隊員 13 名

　　　　　　　　　（積丹町在住６名、古平町在住７名）

（要約）

猟

友

会

組

織

　
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ヒ
グ
マ
対
策
を
要
望

11
月
13
日
㈭
、
町
内
の
美
国
小
・
余

（一社）北海道猟友会余市支部 　　　　　

　　　支部長　本間松喜

　　副支部長　越善桂介

　　事務局長　山本正行

　　

（注）猟友会古平分区所属ハンター　18 名

　　　　　　　　　（積丹町在住６名、古平町在住 12 名）

　うち積丹町鳥獣被害対策実施隊員 13 名

　　　　　　　　　（積丹町在住６名、古平町在住７名）

猟

友

会

組

織

別
小
、
美
国
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者
３
名

が
役
場
を
訪
れ
、
松
井
町
長
・
原
教
育

長
と
面
会
。
ヒ
グ
マ
出
没
異
常
事
態
へ

の
対
策
を
求
め
る
要
望
書
を
手
渡
し
、

同
日
ま
で
に
集
ま
っ
た
１
５
３
筆
の
会

員
署
名
簿
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
登

下
校
の
安
全
確
保
難
な
ど
の
窮
状
と
対

策
を
訴
え
ま
し
た
。

【
要
望
事
項
】

猟
友
会
と
の
問
題
を
早
期
に
解
決
さ
せ
、

⑴
ヒ
グ
マ
出
没
に
伴
う
児
童
生
徒
の
登
下
校

時
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
協
力
を
。
⑵
児

童
生
徒
に
対
し
、
校
外
活
動
を
含
め
た
通
常

の
教
育
活
動
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
。
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各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

高
等
工
科
学
校
生
徒

◆
応
募
資
格:

男
子
で
中
学
卒

　
　
　
　
　
　

（
見
込
含
）、
17
歳
未
満

◆
出
願
期
間

～
令
和
８
年
１
月
15
日
㈭

◆
試
験
内
容

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試

験
、
身
体
検
査
等
。

年
金
の
予
約
相
談
実
施
中

　

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
に
つ
い

て
の
予
約
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

ど
を
ご
準
備
の
う
え
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】
日
本
年
金
機
構

℡
０
５
７
０
ー
05
ー
４
８
９
０

　

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
に
は
、
車
両
・

船
・
飛
行
機
を
扱
う
職
種
が
１
０
０

種
類
以
上
あ
り
ま
す
。
試
験
内
容
・

イ
ベ
ン
ト
案
内
及
び
各
種
個
別
説
明

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

5
5
2
1

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
17
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
　
総
務
課

℡
０
１
３
５
ー
21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

次
の
と
お
り
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
25
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

俱
知
安
保
健
所
余
市
支
所

【
問
合
わ
せ
先
】

俱
知
安
保
健
所

　
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

℡
０
１
３
６
ー
23
ー
１
９
５
７

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
22
日
㈪
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

　
ニ
ー
ズ
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い

　

後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課
で
は

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本

調
査
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
始
ま
る

第
10
期
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
地
域
に

お
住
い
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
の
生
活

の
様
子
や
介
護
予
防
・
生
活
支
援
に

関
す
る
ご
意
見
を
伺
い
、
今
後
の
事

業
の
充
実
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
の
実
施
お
よ
び
集
計
・
分
析

に
つ
い
て
は
後
志
広
域
連
合
か
ら
委

託
を
受
け
た
「
㈱
北
海
道
二
十
一
世

紀
総
合
研
究
所
」
が
行
っ
て
お
り
、

調
査
票
の
送
付
先
は
委
託
事
業
者
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
調
査
結
果
は
統

計
的
に
処
理
し
、
個
人
が
特
定
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
者

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を

　

除
く
65
歳
以
上
の
方

◆
調
査
方
法

　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ウ
ェ
ブ
回
答
も
可

能
）

◆
調
査
期
間

12
月
１
日
㈪
～
12
月
28
日
㈰

【
問
合
わ
せ
先
】

後
志
広
域
連
合

介
護
保
険
課

℡
０
１
３
６
ー
55
ー
８
０
１
３

ま
た
は
積
丹
町
住
民
福
祉
課

℡
０
１
３
５
ー
44
ー
２
１
１
３

●国民健康保険税　第６期

　   　　　 納期限 12 月 25 日㈭

●介護保険料　第６期

　　   　　 納期限 12 月 25 日㈭

●後期高齢者医療保険料　第６期

　　   　　 納期限 12 月 25 日㈭

●町道民税　第４期

今月の納期今月の納期

　　   　 　納期限 12 月 25 日㈭

●上下水道使用料金　11 月分

　　   　   納期限 12 月 30 日㈫

●住宅使用料　12 月分

　　   　   納期限 　 １月　 ６ 日㈫

( 注 ) 口座振替をこ利用の方は、 12 月 25 日㈭に

引き落しになりますので、 前日までに残高の確認

をお願いします。

【問合わせ先】役場税務課　TEL44-3384
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№
768

慶 

弔 

録

お
く
や
み
（
死
亡
）

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

（
出
生
）

な
ま
え
　
　
　  

お
と
う
さ
ん

　
　  

と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　  

お
か
あ
さ
ん

本ほ

ん

ま間

優ゆ

づ

き月

智
　
哉

美
国
町

亜
　
希

馬
場
　
博
美
　
76
歳
　 

美
国
町

山
口
　
　
進
　
94
歳
　 

美
国
町

吉
田
　
公
弘
　
59
歳
　 

美
国
町

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

７日（日）よいち整形外科クリニック 余市町大川町 48-5000

14日（日）脳神経外科よいち汐風クリニック 余市町大川町 21-5566

21日（日）わ た な べ 内 科 医 院 余市町大川町 22-3989

28日（日）北 郷 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 余市町大川町 23-5533

31日（水）勝田内科皮フ科クリニック 余市町大川町 22-3843

12月の余市管内休日当番病院等

７㈰ ●みなと保育所「第46回生活発表会」

12 ㈮ ●第33回B＆G財団会長杯ソフトバレーボール大会

12 月のこよみ

世帯数／　953世帯（－７）

人　口／1,624人  （－10）

　男　／　762人  （－５）

　女　／　862人  （－５）

－ 12 月の俳句－
（美国踏青俳句会）

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

文芸だより

●転入／３人(ー２）●転出／10人(＋４）

●出生／１人(±０）●死亡／４人(－２)

令和７年10月31日現在､(　)内は前月比

冬
に
入い

る
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
の
夜
な
り
け
り
　
　 

藤
原
　
わ
子

雪
虫
の
ぽ
た
り
と
落
ち
来き

し
バ
ー
ス
デ
ー
　
　
　 

戸
来
　
和
子

木
枯
や
海
の
町
を
も
走
り
往ゆ

く
　
　
　
　
　
　
　 
河
岸
　
悟
郎

冬
日
射さ

す
形
見
の
椅
子
に
猫
の
レ
オ
　
　
　
　
　 
菊
谷
　
知
子

過
疎
の
村
爆ば

く

は破
予
告
の
文
化
祭
　
　
　
　
　
　
　 

山
﨑
美
枝
子

時し

け化
続
き
波
う
ち
ぎ
わ
の
秋
の
ゴ
ミ
　
　
　
　
　 

福
井
　
新
一

診療時間：午前９時～午後５時

13 ㈯ ●びくに保育所「第48回生活発表会」

24 ㈬ ●びくに・みなと保育所「クリスマス会」

25 ㈭ ●子育て支援センター「クリスマス会」

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況

ご協力ありがとうございました　

≪令和７年10月31日現在≫

4,343 件　61,414,000 円

全国の皆さま　

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

12 月

29 日（月）積 丹 町 歯 科 診 療 所 積丹町美国町 44-2247

30 日（火）と み さ わ 歯 科 余市町富沢町 22-1511

31 日（水）と り い 歯 科 余市町黒川町 22-5555

１月

１日（木）荒 木 歯 科 医 院 余市町黒川町 22-3973

２日（金）森 川 歯 科 医 院 仁木町北町 32-3653

３日（土）い と う 歯 科 医 院 余市町大川町 22-1001

■年末・年始当番歯科医院 ※診療時間　午前９時～正午

交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

０死亡交通事故 の日

2,3392,339日達成

（令和７年11月１日現在）

０

　

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

馬　場　時　枝　様（美国町） ３０，０００円

◆　し尿収集の日程・12 月　◆

日(曜日) 地　区 日 (曜日 ) 地　区 日(曜日 ) 地　区

１日㈪ 入舸・幌武意 10 日㈬ 柳町 18 日㈭ 多茂木・西浦

２日㈫ 幌武意・婦美 11 日㈭ 西仲 22日㈪ 西浦・東浦

３日㈬ 婦美・丸山 15 日㈪ 西仲・山岸 23 日㈫ 東浦・栄町

４日㈭ 茶津・浜町 16 日㈫ 山岸・多茂木 24 日㈬ 栄町・小泊

８日㈪ 浜町・中央 17 日㈬ 多茂木 29 日㈪ 寺町・小泊
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